
令和７年度

日本語ボランティア入門講座
in瀬戸市

大人向け・子ども向け両方の日本語教室について学べます！

愛知県は、外国人住民数が全国3位、約33万人で総人口の約4.45％を占めています。

また、日本語指導が必要な子どもたちの人数が※2が全国で最も多い県でもあります。

このような状況の中、外国人住民が少しでもこの地域で暮らしやすくなるよう、地域の

ボランティアによって日本語教室が開催されています。

この講座では、日本語教室で活躍できるボランティアを目指し、基礎から学ぶことが

できます。少しでも関心をお持ちの方は、是非ご参加ください。

まずは、外国人住民やその子どもたちのために、地域の状況を知ることから始めて

みませんか？

※1 2024年12月末現在
※2 日本語で日常会話が十分にできない児童生徒や、日常会話ができても学年相当の教科学習に困難が生じている

児童生徒のこと

※1

日時

第１回 2025年１１月１日（土） 10：00～16：30

第２回 2025年１１月８日（土） 10：00～16：30

第３回 2025年１２月２０日（土） 13：00～15：30

場所

3回連続講座

パルティせと（瀬戸市栄町45） ４階

第1・2回 マルチメディアルーム

第3回 大会議室

※名鉄瀬戸線「尾張瀬戸」駅 徒歩３分

対象
・
定員

外国人に日本語を教えたり、外国につながりのある子どもに

学習支援をしたりすることに興味がある方 ３０名

※講座は初心者向けです。※原則、3日間全て参加いただける方が対象です。

※希望者が多い場合は抽選。なお、瀬戸市在住の方を優先させていただきます。

主催：瀬戸市・瀬戸市国際センター・（公財）愛知県国際交流協会

令和7年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用

参加費
無料



申込方法

申込フォームＵＲＬ ： https://forms.gle/VtfUZYddD8h7q42z8

▼フォーム入力事項

①氏名（ふりがな）、②お住まいの市町村、③電話番号、④メールアドレス、

   ⑤所属教室名（大人向け・子ども向けの別）及び活動期間（活動歴のある方のみ）

※講座は諸事情により中止・変更となる場合がございますので、ご了承ください
※いただいた個人情報に関しては、本事業の運営にのみ利用するものであり、本人の了解なしに第三者に公開するものではありません。

申込締切

※参加の可否は、１０月１６日（木）までに、メールでご連絡します。連絡が届かない場合は、 問合せ先までご連
絡ください。

問合せ先
（公財）愛知県国際交流協会 交流共生課交流共生担当
TEL：052-961-8746 Ｅメール：kikin@aia.pref.aichi.jp

プログラム

１０月１０日（金）正午

ＱＲコードまたは申込フォームＵＲＬよりお申込みください。

第１回 １１月１日（土） １０:００ ～ １６:３０

①
講義/講師
瀬戸市 担当者

②⑤⑦
講義/講師・ファシリテーター・アド
バイザー
東海日本語ネットワーク

代表酒井美賀 氏

③④
講義/講師・ワークショップ
らくらく日本語教室

代表田中智子 氏

⑥
教室活動紹介
・日本語のひろば
・にほんごオアシス
・こども日本語教室はらやま
・totoにほんごクラス
・カンチーニョ デ サベール瀬戸

◆①講義
「地域の外国人及び外国人児童生徒の現状」

◆②講義
「大人向け日本語教室について知ろう」
・日本語教室は、何をやるところか
・どんな学習者が来るのか、目的は何か
・誰でもボランティアとして参加できるのか

◆③講義
「子ども向け日本語教室について知ろう」
・大人の教室との違いは何か
・学校や保護者との関係

◆④ワークショップ
「子ども向け教室 活動方法を体験してみよう」
・子ども向け日本語教室で行われている教え方を学ぶ
・どんな教材を使うのか（学校の教科書、宿題、プリントほか）
・教えるために必要な知識とスキル

第２回 １１月８日（土） １０:００ ～ １６:３０

◆⑤ワークショップ
「大人向け教室 活動方法を体験してみよう」
・大人向け教室で行われている学習方法を学ぶ
・どんな教材を使うのか

◆⑥地域の教室活動紹介
「地域の日本語教室のことを知ろう」

１１月９日（日）から１２月１９日（金）の期間に、
瀬戸市内の日本語教室を見学していただきます。

第３回 １２月２０日（土） １３:００ ～ １５:３０

◆⑦ふりかえり
「今後の活動に向けて自分にできることを考えてみよう」
・第１、２回の講座や、日本語教室見学で気が付いたことを共有し、疑問に思う

       こと、不安に思うことを解決する

◆マッチング

「興味のある日本語教室に質問し、
活動に向けての相談をしてみよう」

さかい み か

たなか さとこ
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